＜様式第２号＞

日本キリスト教団京都教区

東日本大震災被災者支援ボランティア活動合意書

　　　　　　　　　　　　　　さんが行うボランティア活動に関して、その内容および履行すべき務めについて、以下の通り合意します。

１．活動内容　　東日本大震災の被災地・被災者を支援する活動

　　　　　　　　（詳細は派遣先のニーズおよび要請に基づく）

２．活動期間　　２０１１年　　月　　日（　　）―　　月　　日（　　）

　　　　　　　　（京都市内から派遣先への往復の移動期間を含む）

３．派 遣 先　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　（　　　　　県　　　　　　　　　　　　　　　）

ボランティアの務め

１．被災地での活動に際し、天災による被害、放射能による被害、活動中の事故・疾病が起こり得ることを理解し、それらの危険性を理解して参加します。また、それらの被害につき、一切の補償を日本キリスト教団京都教区や派遣先に求めません。

２．活動内容を十分理解し、周囲と協力して健康と安全を第一に最善を尽くします。活動の継続が難しくなったときは、無理をせず、ボランティアリーダー等にすみやかに申し出るようにします。

３．定められた活動時間や内容、手順、ルールを守ります。また、活動上知り得た組織や個人の情報について、みだりに使用したり外部に漏洩しません。

４．活動内容などに疑問や問題が生じたときは、ボランティアリーダー等にすみやかに申し出て、話し合いの機会を持つようにします。

日本キリスト教団京都教区の務め

１．被災地での活動に際し、天災による被害、放射能による被害、活動中の事故・疾病が起こり得ることやその危険性について、ボランティアに事前に十分説明し、理解を求めるようにします。

２．ボランティアが活動するにあたり、健康と安全を第一に最善を尽くすことができ、活動経験が本人の成長に資するよう、十分な情報や支援、助言、活動内容のふりかえりの機会を提供します。

３．ボランティアの人格やタレント、ニーズを尊重し、共に活動に取り組む対等なパートナーとして十分なコミュニケーションを取り、その意見を受け入れるようにします。

４．ボランティアが活動について疑問や問題を一人で抱え込まないよう、話しやすい活動環境をつくるよう尽力します。

２０１１年　　月　　日　　

　ボランティア　　　　　　　　　　　　　　　　(自署)

日本キリスト教団京都教区　　

総会議長　井上 勇一　㊞

※本書面は一部作成し京都教区保管、ボランティアにコピーを手渡すこと。

